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研究内容 
［１］有機薄膜太陽電池 
持続可能な社会を形成していく上で、低環境負荷

のエネルギー源として太陽電池が果たすと期待さ
れる役割は大きい。現在、太陽電池の主力は Si を
はじめとする無機半導体であるが、近年、有機半導
体を光電変換層とした有機薄膜太陽電池にも注目
が集まっている。有機薄膜太陽電池は、無機太陽電
池には無い特長（軽量・フレキシブル・光吸収波長
選択性など）を持つ次世代の太陽電池として期待さ
れており、実用化に向けた高効率化のための研究が
盛んに行われている。有機薄膜太陽電池の高効率化
のためには、光電変換過程（光吸収、励起子生成、
励起子解離、電荷輸送、電荷収集）のすべてにおい
て、そのメカニズムの詳細な理解と制御が要求され
る。 

図 1. 半透明太陽電池 
 
我々はこれまでに、カーボンナノチューブを使っ

た並列タンデム型有機太陽電池や半透明太陽電池
（図１）、電極/有機層界面修飾による効率改善とい
った素子構造に対する工夫による高効率太陽電池
の開発といった工学的なアプローチによる有機太
陽電池研究と、動作環境下での有機薄膜太陽電池の
内部電場と太陽電池特性との相関[1]といった有機
半導体薄膜への基礎的なアプローチの両面から有
機太陽電池関連の研究を進めている。また、新たな
高効率太陽電池として注目を集めている鉛ハライ
ドペロブスカイト太陽電池についても研究を進め
ており、ドライプロセスによる高品質な薄膜作製と
ヘテロ接合型太陽電池の作製に取り組んでいる。 
 
［２］有機半導体界面の電子構造 
一般的に、有機エレクトロニクスデバイスは、金

属、酸化物、有機半導体など複数の層によって構成 

 
されており、デバイス動作下では、電荷がこれらの
層を横断して移動することになる。したがって、有
機半導体層と異種物質間の界面の電子構造を正確
に把握することは、有機エレクトロニクスデバイス
の実用化にとって非常に重要な意味を持つ。我々は、 
有機薄膜と電極界面の挿入層効果について、太陽電
池を中心としたデバイス特性への影響を明らかに
してきた。その研究過程で、有機太陽電池の光電変
換層として用いられる有機半導体と金属微粒子の
界面において、光電効果が生じると考えられるエネ
ルギー閾値よりもかなり低いエネルギーの光照射
によって電子放出が起こる現象を見出した[2, 3]。 
この現象の原因について、主に光電子分光法をもち
いた電子構造測定から検討を行っている。また、有
機半導体での光電子分光の経験を生かし、無機蛍光
体の光電子分光についても共同研究を進めている
[4, 5]。 
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